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内 容 梗 概

カラーテレビジョン受像機の奥行の短縮と有効蛍(けい)光面の拡大を目的として90度偏向ワイドスケヤ形

の16形カラー受像管400RB22およぴ19形カラー受像管490AB22ならびに偏向コイル,コンパーゼソスア

センブリなどの付属部品を開発した｡これらのカラー受像管は従来の70度偏向14形およぴ17形カラー受像

管と比較してそれぞれ全長で106mm,100mm短く,蛍光面ほ18%,22%広く画面のすみが欠けない｡新しく

開発されたカラー受像管を採用することによりキャビネットデザインが改良され,画面の大きいコンパクトな

カラーテレビジョン受像機を製品化できる｡

1.緒 ロ

テレビジョン用の受像管ほ

(1)偏向角度を広げ,電子銃を主立くすることによって全長を短

縮する｡

(2)蛍光面の形状を九形から長方形にできるだけ近づけ有効蛍

光面を拡大する｡

という二点で大きく改良されてきた｡白黒テレビジョン用の受像管

についていえば,偏向角度ほ50度→70度→90度-,114度まで広く

なり,これにともなって偏向電力の増加をおさえ,かつ受像管の全

長を短くするため電子銃を細く,短くすることに努力が払われた｡

また蛍光面は丸形蛍光面の一部分を使用していたのがバルブの製作

技術の進歩とともに角形となり,さらにこの角形の四すみの丸久を

少なくして,ほぼ長方形としたワイドスケヤ形に改良された｡一

方,カラー受像管はアメリカから70度偏向九形の21形カラー受像

管を輸入して以来,17形および14形の角形カラー受像管を開発し

てきた｡ここに紹介する400RB22およぴ490AB22ほ偏向角度を

帥度に広げるとともにネック径を従来の50.8mmから36.5mmに

細くして偏向に要する電力を70度偏向とほぼ同等にし,また蛍光

面を最近の白黒受像管と同じワイドスケヤ形に改良した｡以下にそ

の設計上の主限点や特長およぴこれらのカラー受像管を動作させる

ために必要な偏向コイルやその他のコイル,マグネット類も同時に

開発したので合わせて報告する｡

2.全長の短縮

テレビジョン受像機の奥行を短くコンパクトに設計するにほ,受

像管の全長をそれにともなって短くしなければならない｡これまで

に使用された21形,17形,14形70度偏向管は画面の大きさに比

べて全長が長く,白黒受像機に比べてカラー受像機は大形になり,

設置場所に困るという難点があった｡この点を解決しカラー受像楼

も白黒受像機と同様小形化するために全長の短いカラー受像管を開

発する必要がある｡白黒受像管の全長を短縮する場合には,

(1)/ミルプの機械的強度

(2)偏向に要する電力をほなはだしく増加させないこと

(3)解 像 度

などが問題となったが,シャドウマスク形カラー受像管はこのほ

かに,

(4)蛍光面上の赤緑育の蛍光体とドットにシャドウマスクの)1こ

を通過した電子ビームがうまく命中し全面にわたって色純

度がよいこと

日立製作所茂原工場

(5)赤緑青の三色の電子ビームが全面にわたって集中し色ずれ

を起こさないこと

などが問題となる｡したがって,受像管と付属部品の相関関係も深

くなる｡

2･190 度 偏 向

ブラウン管の全長の短縮は偏向角虔の増大と電極の短縮に分けて

考えることができる｡ここでまず偏向角を広くすることについて考

えようこ 従来のカラー受像管はいずれも偏向角が70度であるが,

これを90度に広げれば,それによって短縮される長さ』エは

此=‾書(音‾竜)…=(1)
ここに,β:蛍光面の径

爪′,α′:偏 向 角

となる｡すなわち,16形で約60mm,19形で約75mm短縮される｡

この場合問題となる大きい点は,

(1)偏向電力をほなはだしく増加させないこと

(2)蛍光面の全面iこわたって色純度がよく調整が容易なこと

(′3)蛍光面の全面にわたってコンパーゼソスがよく取れて色ず

れの起こらないこと

である｡

電磁爪舶jの電力に関しては近似的に次式が成り立つ｡

上才2=阜_竺些ビ
ガ2J ..(2)

ここに, エ:コイルのインダクタンス

才ニ
コイルを流れる電流

Ⅴ:加 速 電 圧

d:偏 向 量

r:コイルの内径

月:磁場端から蛍光面までの距離

J:コイルの実効長

丘:比 例 定 数

したがって同じ偏向コイルを使って同じ蛍光面の場合90度偏向

と70度偏向に要する電力の比は上式から二倍強となる｡また,実用

上ほネックシャドウを防止するため偏向角の増加にともなってコイ

ルの長さを短くしなければならないので偏向電力ほさらに大きくな

る｡したがって偏向電力をこのように大きくしないためには上式の

示すとおり,コイルの径を小さくするしか方法がない｡しかしカラ

ー受像管用の偏向コイルほコンパーゼソスを合わせて色ずれの起こ

らないように,三本の電子銃にできるだけ均一な磁界を加えなけれ

ばならず,この点からほ径を小さくするのは困難である｡そのほか,
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第1図 70度偏向(左)及び90度偏向(右)コイルの比較

第2図 70度偏向用(左)及び90度偏向用(右)

電子銃の比較

ラスタのひずみなども考覆したうえで開発されたのが第】図に示す

偏向コイルである｡カラー受像管のネック径を36.5mm¢にして偏

向コイルの径の縮小をはか～),コイルの長さをできるだけ大きく,

しかもネックシャドウの出ないよう朝顔形にコイルが閃いている｡

またラスタのピンクッションひずみを補正するための電流を流すた

めに垂直コイルの左右の巻線の端子が分かjtている｡このコイルを

使った場合の偏向電力は70度偏向管とそのコイルを使った場合と

ほぼ同等である｡

次に問題となるコンパーゼンスは中心で赤緑青の電子ビームを合

わせた場合,当然90度偏向のはうが70度偏向よりも周辺において

コソバーゼソスずれは大きくなるが,偏向コイルの磁界分布によっ

てこのずれをある程度大きくも小さくもできる｡しかしこのずれを

小さくするような磁界分布とした場合ほラスタのピンクッションひ

ずみが大きく,逆に大きくするようiこした場合はピンクッションひ

ずみが小さくなって一長一短がある｡しかしコンパーゼンスずれが

あまり大きくなると,これを回路で補正することが非常に困難とな

るので弟1図に示す偏向コイルほ,コンパーゼソスを合わせやすく

し,ピンクッショソひずみは上述のように偏向コイルの偏向電流に

適当な波形の電流を重畳して補正している｡.

2.2 電 子 銃

カラー受像管のネック部の短縮のためには,電子銃を短くしなけ

ればならない｡カラー受像管のネック部にほ偏向コイル,ラジアル

コンパーゼンスアセンブリ,ビュリファイイングマグネット,ラテラ

ルマグネットなどを装着しなければならず,このためのスペースが

必要である｡したがって-･般には短縮は困難であるが,前述のよう

に偏向コイルの径を小さくする必要上電子銃を小形にした分と70

第3図 430CIミ22(左)と490AB22(右)の側面比較

第4図17形70度偏向管430CB22(左)と19形90度

偏向管490AB22(右)の蛍光面比較

度偏向の場合のソフトリードステムに口金を組み合わせていたのを

弟2図に示すように,ハードリードステムに変えて約38mm短縮

している｡

3.有効蛍光面の拡大

テレビジョンの映像は横縦比が4:3の長方形で送られてくるの

で,これを完全に再現し映画のスクリーンのような画面を得るのが

受像管の蛍光面として望ましいのであるが,これを実現するには種

々の技術上の問題を解決しなければならない｡新しく開発された

400RB22および490AB22ははぼ長方形のワイドスケヤ形の蛍光

面を持っている｡

受像管のバルブが丸形から出発して角形,ワイドスケヤ形と進ん

だ理由の一一つは機械的な強度の問題である｡ガラス製のバルブの内

部を真空にするので大気圧に耐えることが必要である｡この点から

丸形が有利であり,角形,ワイドスケヤ形と長方形に近づくに従っ

て弱くなる｡もう一つの理由はバルブの製作上やはり九形のほうが

種々の点で作りやすく,長方形のものは作りにくいということであ

る｡白黒受像管の蛍光面のワイドスケヤ形化はすでに行なわれて製

品化されている｡したがってカラー受像管も当然ワイドスケヤ形の

蛍光面にすることが考えられるわけである｡しかし白黒受像管のバ

ルブは,蛍光面の部分パネルとそれに続く漏斗状の部分フアンネル

を溶着して一体化して使用するのに対し,シャドウマスク形カラー

受像管は蛍光面に近接して,蛍光面とほぼ同じ大きさのシャドウマ

スクを入れる必要上から,パネルとフアンネルを低融点のハソダガ

ラスで接着することおよびシャドウマスクの保持のためにパネルの

内面に金属製のピンを植込むことのため,白黒用バルブをそのまま

カラー用に使用すると白黒開として使用する場合にくらべてはるか

に強度が劣化することが認められた｡400RB22およぴ490AB22

の場合は,このバルブの長方形化と偏向角の拡大によるバルブ形状

のためにノミルブの強度はさらに低下する｡水中爆縮実験により破壊
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第5[当lバ′レプの爆縮起ノ∴くと表面のひずみ
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第6図 ラテラルコン/こ--ピンス磁界の加】えブナの比較

の起点を調査したところ,そのほとんどが弟5図にホすようにバネ

′しとフアンネ′レの接着面付近で,しかも短辺側に原附していること

がわかった｡またバ′レブの蓑耐ニストレインゲージをはりつけて排

気によるひず克の変化を調べると,もっともひずみの大きいところ

ほ上記の爆縮の頃lノ+となったご`ポ分である｡.そしてどちらかといえば

接着面よりパネル側のほうが大きいっすなわちバルブのもっとも大

きな応力の原抑ま,弟5図のパネル中心のひずみがいずjtも忙縮ひ

ずみを示しているように大災圧によってパネルの蛍光面が拝三縮さ

れ,それが接前面付近を外側に広げようとする力となって,この辺

にリl張りひずムを生ぜしめていることが明らかとなった｡バ′しブ仕

様の決定に際しては,このノごエを改良してパネルのスカート榔の内厚

を増し高さを高くして十分な俵楓杓強度をもたせた｡

1.動作上の問題点

4.1付 属 部 品

従来のカラー受像管はいずjLも70度偏l句でネック子羊カミ50.8mmfl

であったから,偏向コイ′し,ラジアルコンパーゼンス7センプり,

ビュリファイイングマグネット,ラテラ′しコンパーゼンスマグネッ

ト,ソケットなどの付属ご弧ゝ山ま21形のカラー受像管を開発した当

初のものをそのまま使用することができた｡しかし,400RB22,

490AB22ほ90度仙占向でネック径が36.5mm¢であるから,付属糀

■■-｢■lほ従来のものが使用できないのですべて新しく開発した.二.

偏向コイルほすでに述べたように第】図に示したものを400RB

22,490AB22日]として開発したこ カラー受像管用の偏向コイルは

=崇受像管用の偏向コイルと違って,偏向コイルの偏向中心とカラ

ー受像管の三色露光[トLとを一致させ色純度を最適にする必要があ

る.っ当初の試作コイルでは垂ilう二,水平の偏向中心が一致しないもの

があったが,コア形状を変更の結果政一善することができた(電～も音

U⊃

しロ ーJ

ク (=〉
ぐ乃 一

763

ぜノ

凸
l
U3

†

′7声ヽ

36.5J▲1.6

第47巻 祈3乍J･

第7図 490AB22

しノ･

†
-
･
･
･
･
M
.
･
N
謁
…

1
-
い
〓
志
寸
N
汁
三
三
ギ
た
り
･
1
-

■

-･･m

与喜才
芸.･

_Lし芸7二:リ M

や⊥

イ
†
り
ゝ
/

＼
サ/
｢
㌧

(や
0

■

+lり‡しH12-2i6

第8図 400RB22外径寸法(単位mm)

繋巻望CDY-61形)｡また,使恥こ際してほ最適ビュリティコンパー

ゼンス特性を得るため,コイ′レの前後位揖の調矧まネック中心線･こ

対してコイ′レが傾かぬよう保持する構造とする必要がある｡

ラジア′レコンパーゼンス7センプりは70度洞のものをそのま藍

′J､形化した形状でもよいが,ネックを短くしたためスペースが′+､さ

いので,スタティック用のマグネットはダイナミック川のマグネッ

トのコアに直流磁界がを1チたされるような形状のものとすることがヤ圭

ましい｡

ビュリファイイングマグネットも70度f‾rjを小形化した形状でよ

いが,装着の場所ほ口金に近いカソードの上に来るようにしたほう

が,ビュリティの調幣をしたときにコンパーゼンスずれが起こった

i),コンパーゼンスの調盤をしたときにビュリティが悪くなるとい

う相関を少なくし,調軽作業を容妨にする⊂..この場合の磁火の慮さ

ほ従来よりやや強くし14～15ガウスとする必要がある｡

ラテラルコンパーゼンスマグネットほ電鍵の構造が変わ′,てホー

ルピースが無くなったので,70鹿川のものを小形化するたけではf主

好な動作が得られない｡育のビームの移動方向が水平で亦と緑のビ

ームがそれと正反対に動くような磁界を作るためにほ第る図に示す

ような六極式のものが甲ほしい｡

ソケットは70皮相よりも′ト形になりビン妃の閃隔が接近するの

で,高圧のかかる集束電極のリード線と,他のリード線との汀_りの絶

絃を1そ好に保たないとスパークによって受像管を損傷するムそれ
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4.2 地磁気の影響

力ラー受像管に及(三す地r滋気のらを壬常に/‾八､ては1朋･之=)(2-のと-fづり

であるが,90度仙r可の場f‡は;;を壬繋がさF〕に大きくなるので,磁kシ

ーノンドもいっそう完全なものにすることがり!ましいノ
400RB22で

は探さ130mlll,490AB22でほ150nュm不竹生のものが必要であるてノ

4.3 X 線 放 射

LlOORB22および490AB22の幌糠電忙をそ〝)力謹大在桁椚とした

場でナ,1■てfに490AB22においてそのⅩ縦紋別最ほ旧際的に許ゲ子さjし

ている0.5111r/hに近いr【liとなる二】Lたが′一〕て他州に当たノ1てほノ1之

ノこ1土偶を越えないよう江一法するとともに,Jlよ大淀格伯什近で仙川す

るJ劫fTは,適当なⅩ線シーノしドをつけることが甘ましいっ1馴r･圭一ご)の

ユうにⅩ糾ぃいことしてフー7ンネル∴二【;分から放射されるので,シーー′L

∴エこの.1■討;分に子fなうのが幼り川勺で,二のぶ湖三か仁Jも卜.iL縦㌔もシー

′ニドはX維シーノしドとしてもある附か)′さ州ミむ期待できる.,

ラ 受 像 管

第1表 90性胤司カラー賃像管の概略定格
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400RB22 490AB22

=胤

■
人
仁
‥
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‥
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人

杓 1 90蛙 90蛙

長 】 384±10mm

〒≠ 397± 3mm

径
1
36.5±1.6mm

l

ケ 6.3V O.9A

445±10mm

494.5±3mm

36.5±1.6mm

6.3V O.9A

泣
J
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舵
た
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他 称

第 3 7Jッ

績 2 リ ソ

窮1クJソ

ト去j 梅

岨 Il

:､′`占 叩

】U.J‡

稲 作

叱 Jl

祈3 デりソ:､'ノ左Jl三(り三_か

祈 2 ブリ ッ ト‾TEJl

謀ilフ‾〕ソ ト ーiEJl
(㌧リ･ソト寸‾′■

20,000V

4,800V

600V

-400V

18,000V

3,360～4,000V

200V

-50～一105V

23,000V

5,000V

600V

-400V

21,000V

3,860､4,600V

200V

-50～-105V

5.結 日

新し･くり日光さJLた16形七よび19形カラー受像管400RB22,490

AB22についてj並べた｡こJtらのもつ特長は

｢1) ワイドスケヤ形蛍光出でl榔敏のすみがりここナることがない

†2)乍艮が如く,カラーテレビジョン受像放として一般家庭で

Ilノブ二主受像依と同様な域所に.馴茸できる

などである｡外観および外形､J▲法岡をそれぞJt第7～9図に,概略

`心格を第】表にホすっ

終わりにご依プJを･いただいた山鳩j'･株式全紙,凸I鮎川刷株式去什,

ノこ【1本印刷株式台什,電気芹禦株式仝什の開陳二芹糾､■仁に探純なる謝

Jlとノミする-J
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上'壬り:乍k沖fな郎附いに水鋏を+寸人した水淡紫流ミそ:-トト`[Jご頓似J)斗ヒ妄■耳

て:三,わ肘即〕づ王属描††祁に金,叙し 釧ふるいほこ一寸lらの｢ナ1菜をろ

う1=1‾料として川いると,水鎚がこかJ)の金属とヤ手払に化｢㌻して丁て

∴,Jムを形収し気締が陳た.そtなくなる〃ぅで,二のような装Fだモて:エー
カ貨∴ゲ享㍑ま川モの金城接√丁仙ころう什を用いないか,ご芦)るいは柄〕いニセ

∴〇二作業卜かなi)の撫即を必要とするのがふつうである-､.

二の光lリ]の=｢lりは,二のようなろう什瀧のろう付ノJ法の故山にJ;)

リ,一子7--ノ′レオ∴を作りJPすし､ノ'〕うH‾糾を`お掛jiモの叶仙こおき,水損

と接触いといく仁･うにしたもので,lラ〈lに′j七すよ▲うに上し亡乍溶1て:f〟)lノ川;に

水克之を+三り､Lた旦引凱ここわいて解㍑こ梢ての-･糀を形収する金属｢Ⅵ;1ナすな
i-Jち端け払わよC∴文才■､-J一件な扱者する場｢†に′上川件の･付;分にれしj‥じ

二･う､を暮さ竺:ナ,二Jしと対向する女j■､■J一件の一.･邦1トトなilナノフランジ.･-fi二との

l言iトニユ7J.!.=∴イ=kをはさこな,二丈才.川三とかん｢㌻する他のノミしを川いてヱ′J∴=㌧似

と･土+‾.川二とを拉触挑分に_おいて碑石させて/〕う材料の流jlむ【拙l卜し

′プ≠諾′きのクト仰のんでろう什を7fなうものである∵

二の先例によ′卜は解㍑ヱ､‡モ;たの--･.耶1ナで金属をk潔かつ漁朴こ4`よイー■j

し,しかもわ拭きの卜/川;牛間に痢してノ〕う材料が什小三しないようにノこ〕

･1†十を子ト㌧ウニとか邪見にできるので,
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